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研究課題名 自然海浜・干潟の価値を経済的価値に置き換えて評価しその意志決

定要因を検討する
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 研究の端緒および目的     

 今日、藤前干潟などに見られるように、自然海浜や干潟の自然環境への好影響及び

人と自然とのふれあいの場、アメニティ景観などとしての価値が見直され、それら

を積極的に保全しようという動きが活発になっており、開発側と保全側との対立も

みられる。

　このような場合、開発側と保全側の目指すところや価値観の違いなどにより、そ

の調整は難航し、話し合いは平行線をたどることがほとんどである。そこで、開発

側においては、その事業のリスクと便益分析を行うことがマニュアル化されはじ

め、保全側でも保全しようとする環境の価値を経済的手法などを用いて客観的に評

価しようとする試みも見られるようになった。

　このような試みは、自然海浜や干潟、森林などの存在価値などこれまで客観的な

評価に馴染まなかった自然環境資源の価値の客観的な評価を可能にするとともに、

好みや価値観の違いなどの抽象的な議論を具体的で客観的な議論の場とすることも

可能とし、開発と保全の対立に調整の可能性を提供するものと考えられる。



　また、そのような環境の経済的な評価を行う人の評価過程（意志決定過程）を形

づくる要因を抽出・解析することによって、人が自然資源を保全しようとする価値

構造を知ることが出来、経済評価（客観的価値評価）と併せて開発と保全の間によ

りコンセンサスの得られやすい場を提供出来る可能性があるものと考える。      

　そこで、県内の自然海浜又は再生干潟を対象として、県民に価値の経済的な評価

および利用価値、景観価値、存在価値等に関する要素についての評価を訊ね、その

結果から経済的価値評価と心的価値評価過程との関係を探り、対象とした自然資源

の経済的価値およびそれを形成する心的価値構造を把握する。
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